新学習指導要領の目標・内容とこれからの陸上運動・競技の授業づくり by 池田 延行
−71−
新学習指導要領の目標・内容とこれからの陸上運動・競技の授業づくり
Goals and content of MEXT’s new Courses of Study and creating track 
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○ゴム跳び遊び ○ 3～5歩程度の短い助走での高跳び ○ 助走が5歩～7歩程度の走り高跳び
●ゴム跳び遊び ● 3～5歩程度の短い助走での高跳び ● 5歩～7歩程度のリズミカルな助走
からの走り高跳び
投擲● 「投の運動遊び」を加え
て指導することができる
● 「投の運動」を加えて指導する
ことができる
● 「投の運動」を加えて指導する
ことができる
○平成20年解説　　　●平成29年解説
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１）短距離走・リレー、ハードル走において、児
童の走る距離が短くなっていること。
例えば、現行学習指導要領では、高学年短距離
走の距離は 50～80ｍ程度であるが、新学習指導
要領での距離は 40～60ｍとなっている。この他
にも、リレーでの一人が走る距離やハードル走で
の距離も短くなっている。これらの背景は、近年
の児童の走能力の低下傾向やそれらと関連して
「全力疾走できる適切な距離の提示」などが検討
されたことによるものと思われる。
２）中学年・高学年の「幅跳び・走り幅跳び」に
おいて、 助走のめやすが「助走距離」 から
「歩数」に変更されたこと。
これらは、「幅跳び・走り幅跳び」や「高跳び・
走り高跳び」は、リズミカルな助走が重視され、
そのためには「助走の歩数」を意識することが大
切であることが検討されたものと思われる。また、
近年の「走り幅跳びの授業研究」において「リズ
ミカルな助走を生み出す歩数」などが明示されて
きていることなども指摘できよう。
３）「投の運動（遊び）」を加えて指導することが
できると示されたこと。
この数年来、「児童の投能力の低下傾向が著し
い」とする体力・運動能力調査結果が示され続け
ている。こうした調査結果の背景には「投げる動
作の経験の不足」などが指摘さているが、その改
善策の1つとして「陸上運動領域での投の運動の
扱い」が小学校段階で示されたものと思われる。
この「投げる運動」の陸上運動領域への導入は大
いに評価することができる。
陸上運動（競技）は、本来「走る・跳ぶ・投げ
る」 で構成されており、「投げる」 については、
特に「遠くに投げること」が大きな目標である。
この「遠くに投げること」を内容とした今後の陸
上運動領域での授業づくりの活性化が期待され
る。
Ⅳ．ま　と　め
新学習指導要領での小学校における陸上運動領
域の改訂の特徴を検討することによって、陸上運
動領域での「走る」、「跳ぶ」、「投げる」を通して
「3つの資質・能力の育成」への道筋を明らかに
することの重要性を確認することができた。
そのためには、「解説に示された具体的な活動
の例示等」による授業づくりの実施と、そこでの
成果と課題の把握が急務であろう。また、「精一
杯動いたとする活発な授業づくり」の取り入れも
併せて検討していく必要があると思われる。
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